新春知事対談（福井テレビ）

　このページは、令和３年１月３日（日）に福井テレビで放送された新春知事対談番組の内容をまとめたものです。

　番組では、AIやIoTなどのデジタル技術の専門家と杉本知事が、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が県民にもたらす変革やスマート福井を実現するために必要なことについて語り合いました。

　ゲストは、メディアスケッチ株式会社代表取締役・サイバー大学専任講師の伊本　貴士（いもと・たかし）さんです。

（ＤＸについて）

【司会】

最近、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）という言葉を耳にする機会も増えてきたのではないでしょうか。

デジタルトランスフォーメーションとは、「デジタル技術を浸透させることで、人々の生活をよりよいものへと変革すること」という意味です。

伊本さんの言葉でも説明していただけますか。

【伊本】

ＤＸは、デジタル技術をあらゆるところで活用し、例えば今、紙で申請しているものをインターネットから申請できるようにして直接どこかに行かなくても家から申請できるなど、便利な暮らしを実現することです。

さらに、単にデジタル化するだけではなくて、デジタル化することによって集まるデータを分析して活用することもあります。

データを分析すると、今、社会全体でどういう傾向が出ているのかとか、何か変えてみる、変えた結果よくなったのか、などの分析ができます。これにより、無駄なく確実にいろんなことを良くしていける、これがＤＸの本質です。

【司会】

では、デジタル化だけではなくて、そのあとのデータ分析でさらによりよく変革していくこと全部を踏まえて、ＤＸというわけですね。

【司会】

知事、県では、どのような分野でＤＸに取り組んでいるのでしょうか。

【知事】

今、県庁はデジタル県庁を目指しています。県庁の申請の仕方を電子申請の形に変えていく、ペーパーレスにして、家にいながらも申請ができるようにするということを進めています。

　また、県庁が持っているいろんなデータをできるだけ皆さんに使っていただくようにします。それだけではなくて、例えば医療、防災、教育といった生活面とか、ものづくり、農林水産業それから観光といった産業面でもデジタル化を進める。そうして、暮らしを便利にしてスマート福井をつくっていこうと思っております。

【司会】

かなり幅広い分野で進んでいこうとされているわけですね。

（暮らしはどう変わるか）

【司会】

　伊本さん、ＤＸが進むと、私たちのくらしは、どのように変わっていくのか、具体例を教えてください。

【伊本】

　例えば、世界の先進事例として、シンガポールで行っているスマートネーション構想というのが有名です。そのスマートネーション構想の中に、個人の医療情報をスマートフォンから見られるということがあります。

国がスマートフォンのアプリを開発し、国民に配布しています。このアプリを使うと、例えば自分がどこの病院でどういう診察を受けたかとか、どういう薬を飲んだかとかの健康情報やどういう運動をしたのかといった、病気と健康に関する情報がすべてそこに集約されます。

さらに新たな医療機関に通う時には、そのアプリから情報を新たな医療機関に提供すれば、すぐにその病院がその患者さんが今までどういう治療を受けてきたかといったということを把握することができ、医療事故を防ぐのに使えたりします。

こういう形でデータを集約してアプリで便利に見たり、医療機関の予約もできたりすることによって、行政の改革だけでなく県民の皆さん一人ひとりの生活そのものを便利にしていくことができます。

ただ、こういう先進事例を福井県が真似をすればいいという話ではなくて、こういう事例を見つつも、福井県であれば、福井県がどういう課題を抱えているのかということからはじめて、どんどんこれから解決していくということが重要だと思います。

【司会】

まず自分の県を見つめたうえで、どういったプロジェクトを進めていくのかということですね。

　知事、現在、県ではどのようなプロジェクトが進んでいますか。

【知事】
まさに、今おっしゃっていただいた医療と介護の現場をつなぐということを福井県でもやっています。

坂井地区で、在宅患者さんのいろいろな情報を共有するシステムを平成24年から動かしています。ご本人の了解を得ることが前提ですが、かかりつけ医とケアマネジャー、訪問看護師、薬剤師などが、例えばどんな病気にかかっている、もしくはどんな介護サービスを受けているか、どんな薬を飲んでいるかということをタブレット一つで出先でも確認ができます。

他にも、例えばスマート農業があります。私も一昨年の春先に自動運転田植え機での田植えを体験しましたが、スマート農業では、農業機械を１人で２台動かしたり、スマートフォンを使った自動給水をしたりします。例えば機械を１人で２台を動かすことで労力を40％削減できる、水の管理は95％労力が減る、ドローンを飛ばして、どこの稲の生育が遅いかなどを見ながら施肥をすると、１割収穫量が増えるというような結果が農業分野で出ています。

また雪が降ったときに、道が凍っているのか、雪が増えているのか、こういうことを自動で計測する実験を昨年末から進めています。必要があれば、事前に協定を結んだ除雪車が自動的に素早く出動する、または出動する必要はないという判断ができ、効率化も図れます。

【司会】

効率化もできそうですし、事故なども減りそうですね。

【知事】

そうですね、道が凍ってますから注意してください、というような情報も出せるようになるかもしれませんね。

（スマート福井の実現のために必要なことは）

【司会】

伊本さん、ＤＸを進め、スマート福井を実現させるためには、どういったことが必要になってきますか。

【伊本】

いろんな分野でデータを分析することによって、新たに効率化できたり、新たにどういう風に変えていくのがよいのかが分かるという認識を持つことが重要だと思います。

行政が率先してこれから進めていくとは思いますが、行政だけではなくて、企業もやはりこれからデータ分析を積極的にしていくことが非常に重要です。今まさに、コロナ禍によって社会が劇的に変わる時代になっています。こういう変化をいち早くデータでとらえて対応し、変化していくということが今年一年重要なのではないかと思っています。

【司会】

その土壌は福井にはありますか。

【伊本】

あると思います。私はいろいろな自治体を見てまわってアドバイスしていますが、やはり福井には非常に優秀なＩＴ技術者が比較的多いと感じています。

もともと歴史的に新しい産業を興すというのが非常に得意な地域だと思いますので、デジタル技術を取り入れて新しく変革していくことは非常に得意なのではないかというふうに思います。

行政と産業界、学校が形だけではなくて本当に実効性のある連携をとっていけると、福井がスマートシティになっていくのではないかと思います。

【司会】

杉本知事、いかがですか。

【知事】
まず、昨年の９月に、県内企業にデジタル化についてのアンケートをとらせていただきました。結果をみると、県内企業の87％がすでにＩＴ化を進めているというふうに答えてます。また、63%の企業がこれから経営改善のためにデジタル化を進めていきたいと言ってます。一方で、４割の企業はどう進めたらいいかわからない。また、４割の企業は、人材がいない、こういう悩みを抱えてますので、県としても、人材を派遣したり、相談に応じられるような体制を作っていきたいと思っております。

【司会】

伊本さん、今後、福井県にどのようなことを期待しますか。

【伊本】

まず、積極的にデジタル化、ＤＸというものを進めていこうとしているのは非常にいいことだと思っています。コロナ禍もあって、これから地方経済をどのように立て直していくのかということが非常に重要な年になると思います。

産官学が連携していろいろ進めていくことが必要ですが、一方で、非常に積極的な意欲がありながらも、デジタル人材がいないとか、何から進めていったらよいか分からないという企業があります。これは情報不足の部分がありますので、行政が積極的に発信して教育面など支援していく、あとはやはり教育が得意な県ですので、若い将来を担うデジタル人材を積極的に教育して、育てていってほしいです。それが実現すると、世界の先進事例としてのスマートシティ福井が見えてくるのではないかと思います。

（今後の抱負について）

【司会】

それでは知事、最後に今年の抱負を教えてください。

【知事】

コロナ禍もあり、今、デジタル化が一気に進んできたなと感じています。デジタル化というのは格差をなくすということだと私は思っています。いつでもどこでも何でもできるというようになっていくと思います。例えば遠隔医療、遠くの過疎地域にいても日本の最先端の医療を受けることができるようになるかもしれない。農業も「キツイ、汚い、危険」の農林水産業から、「カッコイイ、稼げる、感動」の農林水産業に変わっていくとか、家にいながらノンストップで行政サービスを受けることができるようになっていく、こういう時代が目の前に来ているわけです。

福井県はこのようなことを誰でも受けることができるスマート福井に変えていきたいと思っています。

【司会】

今日はお二人、どうもありがとうございました。

【２人】

ありがとうございました。
──　了　──

－1－


